
(57)【要約】

【課題】従来のフルートは、必ずしも重心位置が奏者の

手に合わず、早い動きに物理的な困難を生じていた。こ

れは、フルートの製作過程で急速な早い動きを実現する

重心位置を購入者の体のバランスに合わせることが困難

だからである。管楽器のほとんどが既製品であるため、

重心が奏者のかまえ方にぴったり合うことはごくまれで

ある。

【解決手段】奏者の手に合わないバランスの楽器を、管

の先端または末端に重心バランサーをつける。または、

重心診断した上で楽器制作する。重心位置が両手と唇の

三点支持と一致することにより、演奏中の楽器のがたつ

きを最小限に押さえ、急速な動きでの安定感を最大限に

保つことができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 フ ル ー ト 奏 者 の 重 心 バ ラ ン ス を 診 断 し 、 管 の 先 端 ま た は 末 端 に 重 心 バ ラ ン サ ー （ お も り
） を 装 着 し 、 演 奏 時 楽 器 が 不 安 定 に な る こ と を 最 小 限 に 押 さ え る 診 断 や 重 心 バ ラ ン サ ー （
お も り ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 楽 器 制 作 前 あ る い は 制 作 中 に お い て 、 購 入 者 の 重 心 バ ラ ン ス を 診 断 し た う え で 完 成 し た
フ ル ー ト 。 あ る い は 、 購 入 者 の 重 心 バ ラ ン ス を 診 断 し た 上 で 制 作 し た 木 管 楽 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 木 管 楽 器 （ フ ル ー ト ） を 奏 者 に 合 わ せ 重 心 調 節 す る こ と に 関 す る も の で あ る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 フ ル ー ト は 、 構 造 上 横 笛 で あ る た め 、 右 手 親 指 、 左 手 人 差 し 指 、 右 手 小 指 の 三 点 で 支 え
、 あ ご に 楽 器 を 乗 せ 、 そ の 他 の 指 を 自 由 に 動 か し 、 奏 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 奏 者 の 身 体 に 合 わ な い 場 所 に 重 心 が あ り 、 左 右 の 手 に 重 量 の 不 均 衡 が 生 じ る と
、 左 手 親 指 、 人 差 し 指 の 動 き が 大 き く 制 限 さ れ て し ま い 、 急 速 な 動 き が 困 難 に な る 。
ま た 、 重 心 が ず れ 各 指 に 楽 器 の 重 み が 分 散 さ れ る と 、 指 の 上 げ 下 ろ し が 困 難 に な り 、 早 い
運 指 が で き ず 、 楽 器 の 上 達 に 大 き な 障 害 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 分 散 さ れ た 楽 器 の 重 量 を 支 え る た め 、 あ ご ・ 唇 に 楽 器 が 強 い 圧 力 で 当 た る な ど ス
ト レ ス が 大 き く な る と 、 音 色 や 音 程 を 変 え る 微 妙 な 唇 の 動 き も 制 限 さ れ 、 幅 広 い 音 色 や 音
量 の 変 化 が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 改 善 策 と し て 、 そ の た め 、 管 の 先 端 ま た は 末 端 に 金 属 等 の ウ エ イ ト を 乗 せ る 、 ま た
は 制 作 段 階 で 奏 者 の 重 心 位 置 を 診 断 し 材 料 を 加 工 す る 、 い ず れ か の 方 法 で 重 心 を 調 節 す る
こ と に よ り 楽 器 を 安 定 さ せ 、 両 手 ・ 唇 に か か る 重 量 の バ ラ ン ス を 奏 者 の 好 み に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 両 手 ・ 唇 の 動 き を も っ と も 動 き や す く 快 適 な バ ラ ン ス に 重 心 調 整 す る こ と に よ り 、 特 に
急 速 な 演 奏 の さ い に 起 こ っ て い る 指 の 上 げ 下 ろ し の 物 理 的 な 障 害 を 取 り 除 く こ と が で き る
。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 横 笛 で あ る フ ル ー ト の 重 心 が 演 奏 者 の 持 ち 方 ・ 手 の 大 き さ
に 合 っ て い な い こ と で 、 楽 器 の 支 え が 不 安 定 に な り 左 人 さ し ゆ び の つ け 根 、 お よ び 口 か ら
あ ご に か け て の 負 担 が 大 き く 、 唇 お よ び 指 の 動 き の 自 由 を 奪 う こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 管 の 先 端 又 は 末 端 に ウ エ イ ト を 乗 せ る こ と に よ り フ ル ー ト の 重 心 を 調 節 し 、
右 親 指 以 外 の 指 を 自 由 に 動 か せ る よ う 調 節 す る こ と を 最 も 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 管 の 末 端 に 金 属 な ど の ウ エ イ ト を つ け 、 重 心 を 調 節 す る た め 、 フ ル ー ト の 重
心 位 置 を 、 自 由 に 動 か す こ と が 可 能 に な り 、 右 親 指 で 楽 器 を 支 え る こ と が で き 、 そ の 他 の
９ 本 の 指 の 操 作 が 自 由 に な る 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 各 人 の 手 の 大 き さ 、 指 の 長 さ に よ り 最 良 の 重 心 位 置 は 微 妙 に 異 な る た め 、 奏 者 の か ま え
方 等 を 見 な が ら 、 ウ エ イ ト の 重 さ ・ 位 置 、 全 体 の バ ラ ン ス を み て 、 最 良 の 重 心 位 置 に 調 節
す る 。 早 い 運 指 に な っ た と き の 楽 器 の が た つ き に よ る ミ ス プ レ イ を 極 限 ま で 押 さ え る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 フ ル ー ト は 通 常 既 製 品 で あ り 、 重 心 バ ラ ン ス を 指 ・ 唇 が 自 由 に な る よ う に 厳 密 に 購 入 者
に 合 っ て い な い が 、 フ ル ー ト 制 作 者 本 人 に あ っ た 重 心 バ ラ ン ス で は 、 購 入 者 の 手 の 形 や 体
に 合 わ な い た め 、 本 発 明 は 、 そ れ を 調 節 し 、 物 理 的 な 演 奏 困 難 を 解 決 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ゆ っ く り で あ る 曲 な ら 問 題 な い の だ が 、 難 し い 運 指 ・ 急 速 な 曲 に な る に つ れ 楽 器 が 不 安
定 に な り 、 ミ ス が 生 じ る 奏 者 に 、 楽 器 バ ラ ン サ ー を 施 し 、 楽 器 バ ラ ン ス を 最 良 の 状 態 に 安
定 さ せ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 フ ル ー ト の 頭 部 管 を 他 メ ー カ ー の も の に 変 え た た め 、 楽 器 全 体 の 重 量 バ ラ ン ス が 崩 れ 、
重 心 が ず れ た の で 、 そ の 奏 者 に カ ウ ン セ リ ン グ し 、 楽 器 バ ラ ン サ ー を 施 し 、 自 分 に あ っ た
楽 器 バ ラ ン ス に す る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 自 分 に と っ て 最 高 の 音 色 の 楽 器 を 購 入 し た の だ が 、 早 い 楽 章 に な る と 、 ど う も 自 分 が 思
う よ う に 演 奏 で き な い 奏 者 に カ ウ ン セ リ ン グ を 施 し 、 楽 器 バ ラ ン サ ー を 制 作 し て 音 色 、 重
心 位 置 を 奏 者 に と っ て の 最 高 の 楽 器 に 調 整 す る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 オ ー ダ ー メ イ ド の 楽 器 を 受 注 す る 際 、 奏 者 の 重 心 バ ラ ン ス ・ 手 の 大 き さ 、 楽 器 を か ま え
る 場 所 等 を カ ウ ン セ リ ン グ し 、 管 素 材 選 択 ・ 鋳 造 等 の 段 階 で 、 重 心 位 置 を 調 整 し な が ら 楽
器 制 作 を 行 う 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 奏 者 か ら の 受 注 を 受 け 、 技 術 者 と の カ ウ ン セ リ ン グ を 経 て 、 奏 者 に 最 も あ っ た バ ラ ン サ
ー を 制 作 し 、 重 心 調 整 を す る 。 そ れ に よ り 利 益 を 生 み 出 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 フ ル ー ト 制 作 時 に 、 奏 者 と の カ ウ ン セ リ ン グ を 実 施 し 、 か ま え 方 、 手 の 形 、 重 心 位 置 を
分 析 し 、 完 成 後 に 起 こ る 重 力 の 不 均 衡 を 未 然 に 解 決 す る 。 そ れ に よ り 利 益 が 上 が る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 フ ル ー ト に 限 ら ず 、 他 の 楽 器 の 重 心 の 不 均 衡 に よ る 演 奏 の 困 難 を 取 り 去 る こ と に よ り 、
利 益 を 生 み 出 す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 重 心 バ ラ ン サ ー の 実 施 方 法 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ～ ３ ）
【 図 ２ 】 重 心 バ ラ ン サ ー の 実 施 方 法 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ４ ）
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 重 心 バ ラ ン サ ー
２ 　 フ ル ー ト 本 体
３ 　 管 体 を 奏 者 の 手 に あ っ た 重 心 位 置 に 設 定 で き る よ う に 鋳 造 し た り 、 削 っ た り す る 。
４ 　 奏 者 が 最 も 演 奏 し や す い 重 心 位 置
５ 　 重 心 バ ラ ン サ ー を 施 す 前 の 重 心 位 置
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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